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   A clinical  statistic survey was carried out on the patients, diseases and operations expe-

rienced at our urological clinic in 1984. The total number of inpatients was 1314, the male 

to female ratio being 2.97 : 1. The major diseases of the inpatients were urolithiasis (452 

cases, 34.4%), and BPH (297 cases, 22.6%). Among the operations, TUR-P 34.1%, ESWL 

33.0%, TUR-BT 6.9% were predominant. 
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は じ め に

東 札 幌 三樹 会 病 院 に お け る1984年 度 入 院 患 者 統 計 を

お こな った の で,当 院 の臨床 統 計1～4)と して(第5報)

報告 す る.最 近 著 し く進 歩 したendourologyの 一環

を,わ れわ れ も,率 先 して 導入 し,着 実 に 成 果 を あ げ

てい る.第4報4)の 手 術 の項 と 比 較 して,endouro・

10gyに か かわ る手 術 例 数 が,い ち じる し く増 加 した.

と くに,PCN*2,PCN-L*3,UUL*4で あ る.ま た,

ESWL*1も 効 果 を あ げ た.

*1: Extracorporeal Shock Wave Lithotripsy 

*2: Percutaneous Nephrostomy 

 *3: Percutaneous Nephro-Lithotripsy 

 *4: Ureteroscopic Ultrasonic Lithotripsy

*現:札 幌医科大学泌尿器科学教室非常勤講師

対 象 と 方 法

1984年1月1日 よ り1984年12月 末 日ま で の1力 年 間

の東 札 幌 三 樹 会 病 院 に 入 院 した患 者1,314名 を対 象 と

した.そ の他 に 関 して は,第4報4》 に 準 じた.

結 果 と 考 察

D入 院 患 者 数

TableIに 示 した ご と く,1984年 間 に入 院 した 入

院患 者 は1,314名 で,う ち 男983例(74,8%),女331例

(25.2%)で あ った.男 女比 は,2.97:1で あ った.

男 で は,61～70歳 代 が ピー クで,0～10歳 代 が12例 と

最 少 で あ った.女 で は,51～60歳 代 を ピ ー クに,山 型

に 漸 減 した.こ の 傾 向 は,当 院 では 従来 と同 じ傾 向 で

あ った4).男 で は,31～60歳 代は,尿 路結 石症 が 中心

で,61歳 以 上 は,前 立 腺 肥 大 症(以 下BPHと 記 す)

が 中心 で あ った.女 で は21～ フ0歳 ま で,腎 孟 腎炎,尿

路 結 石 症 が 中 心 で あ った,
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Table1.NumberofIn・Patients(1984年 度)

歳
0～1011～2021～30 31～4041～5051～6061～7071～8081～ total

男

女

12

5

41

18

91

45

121

49

124

50

185

68

198

57

166

33

45

6

983
(74.8%)
331
(25.2%)

計 17 59 136 170 174 253 255 199 511,314
(100.O%)

Tablc2.入 院 患 者 の 内訳

手術をう
けた例数

保 存 的 検査目的
治 療 例

腎不全例(腎
透析)

男

女

529

120

386

160

30

16

36

37

計 649 546 46 73

入院患者の内訳と症例数を,Table2に 示 した,

手術を受けた例数は649例 で,う ち男8L5%で あ った.

腎不全73例 であったが,shuntの トラブル,そ の処置,

や りなおし手術などが何人かの例に認められたので,

手術を受けた例数,腎 不全の入院数からは除外した.

2)疾 患別頻度

疾患別頻度をTable3(1)～(6)に 示 した.

Table31(1)

例数 男 女

InfectiowsDisease

TuberculosisKidney 8 5 3

Infertility

Azoospermia

O三igospcrmia

Vasectoln三zedstatus

(Recontractionofvas)

2

2

1

2

2

1

Table3(2)

例数 男 女

Tumor(malignant)

ProstatlcCancer

TesticularTumor

BlaCldcrTumor(B.T)

RenalCancer

Pelvic&UreteralTumor

RetrovesicalTumor

InvasionofUT・Ca・(Uteres,Canccr)

RectalTumor

UrethralTumor(Histology)

UtachalTumor

MalignantLymphoma

Tumor(benign)

Condy正oma

UrcthralPolyp

Caruncle

ScrotalTumor

28(2*)

3
(Rt.1,Lt.2)
75

13(2*)

7(2*)

1

14

3

1

2

1

2

1

13

2

28(2*)

3

60(2*,23**)

8(1*)

5(1*)

0

0

2

0

15(4*,i**)

5(1*)

2(1*)

1

14

1

1
(invartedpapillama)
1

0

2

0

0

2

1

1

0

1

13

*疑 い**再 発
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Table3(3)

例数 男 女

UrogenitalDisease

Nephritis(急 性,慢 性)

Nephrosis

Ureterstricture

Pyelonephritis

VUR

Hydronephrosis

UrQlithiasis

RenalStone

Renal&UreteralStone

UreteralstQne

BladderStone

UrethralStone

Stoneofureterocele

20

8

2

60

10(両6.片4)

26

145

34

249

16

6

2

9

5

1

21

20

105

29

185

13

6

2

11

3

1

39

10

6

40

5

64

3

0

0

Table3(4)

例数 男 女

Contractedbladder

Cystitis(radiation)

Urethritis

UrethralStricture

BenignProtat呈cHyperplasia(BPH)

PrOStatitiS(aCUta)

HydroceleTestis

Orchitis(memps例.1)

Epididymitis

Phimosis

TesticularTorsion

TorsionofAppendixtestis

Priapism

Scrotalabscess

Paraurethralabscess

Prolapsurethra

Subcutaneousabscess

1

13(2)

3

14

297

22

10

4(1)

59
(Rt.27,1イt。30,Bilat.2)

1

1

3

1

1

2

2

2

1

2

0

14

297

22

10

4(1)

59

1

1

3

1

1

1

0

1

0

11(2)

3

0

1

2

1

悪性腫瘍(Table3(2))で は,膀 胱腫 瘍(以 下

BTと 記す)75例 入院したが,う ち24例 が再発性であ

る,年 齢層別症例数をTable5の 中段に示 した.っ

いで多かったのは,前 立腺癌28例(う ち2例 疑い),

腎癌13例(う ち2例 疑い),腎 孟 。尿管腫瘍7例(う

ち2例 疑い)で あった.前 立腺癌 は,抗 男性 ホルモ

ン療法を中心におこなっている.稀 有 な疾患 で ある

urachaltumor2例 入 院 した.子 宮 癌(以 下Ut.

Ca.と 記す)の 尿路侵襲14例 経験 し,お もに 経皮的

腎痩術(以 下PCNと 記す)を 施行した.

泌尿器系疾患(Table3(3),(4))で は,上 部尿路

感染と尿路結石症,前 立腺肥大症,副 睾丸炎が中心的

であった.尿 路結石症は,452例 の詳細をTable4に

示 した.尿 管結石症の年齢層別症例数を,Table5の

下段に示した.1984年9月1日 より,ESWLを 導入

したため3),昨 年度の上部尿路結石症266例 に比し,

430例 と1.6倍 の増加をした4).BPHは,297例 入院し

た.そ の年齢層別症例数 をTable5の 上 段 に示 し
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Table3(5)

例数 男 女

CongenitalAbnormality

SexualOrgan

Cryptorchism

Hypospadia

Monorchism

UrinaryTract

Rena1Cyst

Cyst三cKidney

SpongeKidney

Doublepelvis

EctopicendingUreter

MegaloUreter

Ureterocele

77

(Rt。4,Lt.1,Bilat..2)

11

11

20

5

3

2

1

1

2

11

5

3

1

0

1

2

9

0

0

1

1

0

0

Table3(6)

例数 男 女

Accident

RenalRupture

UrethralRupture

Test量cularRupture

PenisFracture

ScrotalHematoma

4

7

(完全2,不 完全5)

2(打 撲!)

2(打 撲1)

1

3

7

2

2

1

1

Neurogenicbladder

FistulaNephrostomy

Uretcrostommy

Bricker

18

1

1

3

7

0

1

2

11

1

ユ

RenalFailure

Edema

Proteinuria

Anemia

Renalbleeding

73

1

1

i

12

36

1

1

1

3

37

9

た.

先 天 性 疾 患 で は,腎 の う20例,停 留睾 丸7例 が お も

で あ った(Table3(5)).

不 慮 の項(Table3(6))で は,尿 道 断 裂7例(う

ち完 全 断 裂2例)が 多 か った.腎 外 傷4例 は 保 存 的 療

法 のみ であ った 。 腎不 全 は73例 入 院 した.

死 亡 数 は,25例(男19例,女6例)で あ った.

3)主 要 疾 患

主疾 患 をTable6に ま とめ た.尿 路結 石 症452例

(34。4%),BPH297例(22・6%),BT75例(5.7%),

腎不 全73例(5.5%),腎 孟 腎炎60例(4.6%),副 睾丸

炎59例(4.5%)が お もな もの で あ った.昨 年 度 は,

結 石 症(28.7%),BPH(21.4%o),BT(8.7%)で

あ った の で,結 石 症 が 増 え,BTが 少 し減 少 した こ と

に な る4).

4)手 術 統 計

Table2に 示 した ご と く,手 術 を受 けた 症 例 数 は .

649例 の 他,内 シ ャ ン ト,外 シ ャ ン ト形 成 が 加 わ る.

臓 器 別 に 術 式 を 分 け て,そ の 頻 度 をTable7(1)～

(5)に ま とめ た,

腎 ・腎 孟 の手 術 に お い て は,Table7(1)に 示 し

た ご と く,ESWLの 他,PCN,PCN-Lな ど のen一
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dourologyが お もなものになった.

Table4・ 上部尿路結石症の内訳 と症例数 尿管手術において も,UUL,doubleJ型 尿管力

男 女 計

腎結石

多発性腎結石

鋳型結石

両側

片側

両側

片側

両側

片側

16

54

20

6

2

7

6

21

3

4

1

5

ll>(・ ・)

19>(33)

il>(15)

腎 ・尿管結石 両側15

片側14 lll>(・ ・)

尿管結石

厚側i8i、1,、:〉(・ ・9)

尿管瘤結石 両側

片側

0

2

0

0 1>(・)

テ ー テ ル挿 入 が お もな る もの であ る.

切 石 術 は,1984年8月 以 降1例 も施 行 し て い な い

(Table7(2))。

膀 胱 手 術 では,TUR・BT45例 の 他,砕 石 術 が 主 で

あ った(Table7(3)).

前 立 腺 手 術 に お い て は,Table7(4)に 示 し た

よ うに,TUR-P244例,TUR一 前 立 腺 癌12例 で あ っ

た,

外 陰 部 手 術,そ の他 に お い て は,Table7(5)に

示 した.除 睾 術9例 は,前 立 腺 癌 に 対 す る 手 術 で あ

る.陰 茎 癌 に 対 して,陰 茎 部 分 切 除 術2例 経 験 した.

そ れ を 目的 に して い な い症 例 で,hcrniotomy1例 経

験 して い る.

5)お もな る手 術 術 法

ESWLの 他,endourologyは,上 位9位 ま で 占

め た,TUR・Pは34.5%,ESWL33.O%,TUR-

BT6.9%が お もな も ので あ った.

Table5.主 疾患の年齢層別の症例数

年齢層 歳疾 患
0～1011～20 21～3031～4041～5051～60 61～7071～8081～ 計

BPH 1 30111 118 37297

B.T
男

女
　
1(1)

　　
-23(11)

　 　
2(2)2(1)

********

18(9)17(1,3)2(i)60(2,23)
****

5(1)3215(4,1)

男
尿管結石

女

7

11

3249(1)39(1)42(2)Il

l3(1)166(1)135

5

0 0

185(4)

64(2)

()両 側*疑 い**再 発

Table6

例数 男 女

MainDiseasesofIn。Patients

Urolithiasis

BPH

BT

RenalFailure

Pyelonephritis

Epididymitis

Pro.Ca.

Hydronephrosis

Prostatitis

Renalcyst

452

297

75

73

60

59

28

26

22

20

340

297

60

36

21

59

28

20

22

11

112

15

37

29

6

9
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Table7(i)

例数 男 女

Operation.K三dney

RadicalNephrectomy(Probe)

Nephrectomy

Nephrectomy

Nephopexy

Pyelolithotomy

RemovalofReロalCyst(Puncture)

Nephroureterectomy

PyeiOP蓋asty

OpenBiopsy

Nephrostomy・percutancous(PCN)

ExtracorponealShockWave

Lithotripsy(ESWL)

PCN-rithotripsy(echo)(PCN・L)

3(2)

6

6

1

1

13

3

1

10

17

214

5

1(1)

3

3

1

1

8

2

1

4

9

156

4

2(1)

3

3

0

0.

5

1

0

6

7

58

1

Table7(2)

例数 男 女

Operation.Ureter

Ureterolithotomy(Transves三cal)

Ureteroplasty

UreterOneOCyStOmy両

片

UreteroscopicUltrasonicLithotripsy(UUL)

IndwellingdoubleJ

ureteralcatheter(endoscopic)

13(2)

2

2

2

22

38

8(2)

0

0

0

13

20

5

2

2

2

9

18

Table7(3)

例数 男 女

Operation.Bladder

TotalCystectomy

Partia正Cystectomy

Vesicolithotripsy(Echo■)

TUR-BT

TUR・Biopsy(Polyp)

TUR-UreteralOrifice

Cystosyomy

3

6

18(1)

45

8

2

2

3

5

15(1)

34

2

2

2

1

3

11

6

Table7(4).Operation.Prostate.Semin田Vesicle

例数 男 女

Prostate

SuprapubicProstatectomy

TUR・Prostate

TUR-Cancer

NeedleBiopsy

Cryo-P

1

224

三1

9

11

1

224

11

9

11
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Table7(5).Operation.Urethra.Penis&ScrotalContbnt

2001

例数 男 女

Urethra

Urethroplasty

TUR-Urethralstricture

TUR・UrethralPolyp

UrethralProlaps,rescction

ResectionofCaruncle

Bougienage

Fistelectomy(Hypospadia)

Pcnis

Arnputation

ResectionofCondyloma

Phymotomy

CorrectionofPen孟sFracture

ScrotalContent

Orchicctomy(highposition)

Orchiectomy

PartialOrchiectomy

Orchiopexy

Hydrocelectomy

RecontractionofVas

Vasectomy

TesticularBiopsy

BiopsyofIngurmallymphnodes

HerniotomyInguina1

1

7

3

2

11

3

3(2)

2

2

2

2

3

9

2

5
(Rt.2,.Lt.1.Bilat.2)

7

1

1

6

1

1

1

7

2

3

3(2)

2

0

2

2

3

9

2

5

7

1

1

6

1

1

1

2

11

2

A。Vfistula

A-VCannubation

19

11

13

4

6

7

Table8。MainOperations

例数 男 女

1,

2.

3.

4,

5.

6.

7.

8.

9.

10.

TUR-P

ESWL

TUR-BT

Endoscopicindwelling
doubleJureteralcatheter

UUL

Vesicolithotripsy

PCN

Punctureofrenalcyst

Ureterolithotomy

Cryo-P

224

214

45

38

22

18

17

13

13

11

224

156

34

20

13

15

9

8

8

11

58

11

18

9

3

8

5

5

0

結 語

東札幌三樹会病院における1984年 度, (1984年1月

1日 ～1984年12月31日)の 入 院 患 者1,314例 の臨 床 統

計 を お こな った.

(1)主要 疾 患 は,全 尿路 結 石 症452例(34.4%),前 立
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腺 肥大症297例(22.6%)で あった.

(2)お もなる手術術式は,endourologyが 中心であ

った.経 尿道的前立腺切除術(TUR.・P)224例(34.5

%),体 外 衝撃波 に よる腎尿管結石破砕術(ESWL)

214例(33.0%),経 尿道的膀胱腫瘍切除術45例(6.9

%)で あった.
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